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平成年月日 金曜日 (号外第号)官 報

⒞

寄
託
者
は
、
次
の
こ
と
を
行
う
。

第
二
十
条
⒝
に
規
定
す
る
国
か
ら
受
領
し
た
加
入
の
申
請
を
事
務
局
長
及
び
す
べ
て
の
加
盟
国
に
通
報
す
る

こ
と
。

事
務
局
長
及
び
こ
の
条
約
に
署
名
し
、
又
は
加
入
し
た
す
べ
て
の
国
に
対
し
次
の
事
項
を
通
報
す
る
こ
と
。

新
た
に
行
わ
れ
た
署
名
又
は
批
准
書
、
受
諾
書
、
承
認
書
若
し
く
は
加
入
書
の
寄
託
及
び
そ
の
署
名
又
は

寄
託
の
日

こ
の
条
約
及
び
そ
の
改
正
の
効
力
発
生
の
日

こ
の
条
約
の
廃
棄
書
の
寄
託
、
そ
の
受
領
の
日
及
び
廃
棄
が
効
力
を
生
ず
る
日

こ
の
条
約
の
改
正
は
、
そ
の
効
力
が
生
じ
た
後
速
や
か
に
、
寄
託
者
が
公
表
し
、
国
際
連
合
憲
章
第
百
二
条
の

規
定
に
従
つ
て
国
際
連
合
事
務
局
に
登
録
す
る
。

第
十
六
条

条
約
第
十
七
条
中
「
理
事
会
」
を
「
機
関
の
事
務
局
長
」
に
改
め
る
。

第
十
七
条

条
約
第
二
十
条
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

第
二
十
条

⒜

こ
の
条
約
は
、
国
際
連
合
加
盟
国
で
あ
る
国
に
よ
る
加
入
の
た
め
に
開
放
し
て
お
く
。
こ
の
条
約
は
、
当
該
国

に
つ
い
て
は
、
そ
の
加
入
書
が
寄
託
者
に
寄
託
さ
れ
た
日
に
効
力
を
生
ず
る
も
の
と
し
、
寄
託
者
は
、
そ
の
旨
を

事
務
局
長
及
び
機
関
の
す
べ
て
の
加
盟
国
に
通
報
す
る
。

⒝

国
際
連
合
加
盟
国
で
な
い
国
は
、
寄
託
者
に
対
し
こ
の
条
約
へ
の
加
入
の
申
請
を
行
い
、
か
つ
、
当
該
申
請
が

機
関
の
加
盟
国
の
三
分
の
二
以
上
に
よ
つ
て
承
認
さ
れ
る
場
合
に
限
り
、こ
の
条
約
に
加
入
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

こ
の
条
約
は
、
当
該
国
に
つ
い
て
は
、
そ
の
加
入
書
が
寄
託
者
に
寄
託
さ
れ
た
日
に
効
力
を
生
ず
る
も
の
と
し
、

寄
託
者
は
、
そ
の
旨
を
事
務
局
長
及
び
機
関
の
す
べ
て
の
加
盟
国
に
通
報
す
る
。

第
十
八
条

条
約
第
二
十
一
条
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

第
二
十
一
条

⒜

い
ず
れ
の
加
盟
国
も
、
こ
の
条
約
の
改
正
を
提
案
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
改
正
案
は
、
総
会
の
次
の
会
合
の
少

な
く
と
も
六
箇
月
前
に
事
務
局
長
に
送
付
す
る
。

⒝

改
正
案
は
、
総
会
が
審
議
す
る
も
の
と
し
、
出
席
し
、
か
つ
、
投
票
す
る
加
盟
国
の
三
分
の
二
以
上
の
多
数
に

よ
る
議
決
で
決
定
す
る
。
改
正
案
が
総
会
に
よ
つ
て
承
認
さ
れ
た
場
合
に
は
、
機
関
の
事
務
局
長
は
、
こ
れ
を
す

べ
て
の
加
盟
国
に
送
付
す
る
よ
う
寄
託
者
に
要
請
す
る
。

⒞

改
正
は
、
寄
託
者
が
加
盟
国
の
三
分
の
二
か
ら
そ
の
改
正
に
拘
束
さ
れ
る
こ
と
に
つ
い
て
同
意
す
る
旨
の
通
告

を
受
領
し
た
後
三
箇
月
で
、
す
べ
て
の
加
盟
国
に
つ
い
て
効
力
を
生
ず
る
。

第
十
九
条

条
約
第
二
十
二
条
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

第
二
十
二
条

こ
の
条
約
の
効
力
発
生
後
五
年
の
期
間
が
経
過
し
た
後
は
、
い
ず
れ
の
締
約
国
も
、
寄
託
者
に
対
し
て
少
な
く
と

も
一
年
前
に
通
告
を
行
う
こ
と
に
よ
り
、
こ
の
条
約
を
廃
棄
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
廃
棄
は
、
通
告
の
期
間
が
満
了

し
た
年
の
翌
年
の
一
月
一
日
に
効
力
を
生
ず
る
も
の
と
し
、
ま
た
、
当
該
国
が
機
関
の
加
盟
国
と
し
て
有
し
た
す
べ

て
の
権
利
及
び
利
益
の
放
棄
を
伴
う
も
の
と
す
る
。

第
二
十
条

第
十
三
回
及
び
第
十
五
回
国
際
水
路
会
議
に
お
い
て
採
択
さ
れ
た
改
正
で
あ
っ
て
、
条
約
第
二
十
一
条
３
の
規
定
に

従
っ
て
効
力
を
生
じ
て
い
な
い
も
の
は
、
今
後
効
力
を
生
じ
な
い
。

第
一
条
か
ら
第
二
十
条
ま
で
に
規
定
す
る
改
正
は
、
条
約
第
二
十
一
条
３
の
規
定
に
従
い
寄
託
者
が
加
盟
国
の
三
分

の
二
か
ら
承
認
の
通
告
を
受
領
し
た
後
三
箇
月
で
、
す
べ
て
の
締
約
国
に
つ
い
て
効
力
を
生
ず
る
。

外
務
大
臣

岸
田

文
雄

国
土
交
通
大
臣

石
井

啓
一

内
閣
総
理
大
臣

安
倍

晋
三
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